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　　　大 学 レ ベ ル に お け る

3技能 に 関す る調査 ［第 3年次］

一 JACET ・COLTD 共 同実験研究一

共 同研究企画委員会

　第 3 年次 JACET ・ COLTD 共 同研究 は 次 の 委員 が 中心 に な っ て 行 な われ

た ： 坪 井忠 二 （COLTD ）， 天 野・一夫 （JACET ）， 小 池生 夫 （同上 ）， 五 十嵐康

男 （同上 ）， 島岡 丘 （COI ・TD
，
　JACET ）， 鈴 木博 （COLTD ，　JACET ）・ 田 島

穆 （JACET ）， 中rLi隆吉 （同上 ）。

は じめ に

　外国語 学習に おける 4 っ の 技能の 和 関の 程度 は非常 に 興 味を ひ く問 題 で あ

る 。
ロ 頭練習 中心 の 指導 をす る と， 聴 く力， 話 す力だ けで な く， 転移 （trans−

fer） に よ っ て 読む 力， 書 く力の 習得 に も 寄与す る とい われ て い るが ， もしそ

うで ある な らば， そ うい う指 導を受 けた学生 の 聴 き話す力 と他の 2 つ の 技能 と

の 相 関は か な り高 くな る はず で ある 。 また ， あ る 2 つ の 技能の 相関 が非常 に 高

い と い う こ とが一 般 に 云 え る の で あれ ば， 試 験 に は そ の
一方 を実施 すれ ばそ の

結果で 他方 は推測 で き る こ と に な る 。 特 に そ の うち の 片方が 実施困離 な 試験の

場 合 は 実施 の 容易な方 の み で 済 ま して もよ い こ と に な る 。
こ の よ うに ， 技能相

互 の 相 関 を調 べ る こ とに よ り， 外 国 語学 習 ・ 指 導の さ まざ ま な面 で ， そ の 結果

が 利用 で き る
。

　 4 技能 の 相 関 に つ い て の 研究で 信頼で き る もの は ほ とん どな い と・ John　 B ・

Carroll 「専士 は言 っ て い る が ， （Rese αrch 　on 　Teα ching 　i70reign　Langu αges ）・

博士 自身が こ の 閲題 に つ い て 行 っ た研究 の
一

部 が 第 1 回 JACET 秋 季特別 セ

ミナ ーで 報告 され ，
r英語 の 評 価 と教授1 （大修館 1972 ）に 載 つ て い る

。
こ れ は

ア メ リカ の 仏語 専 攻学生 1170名の 卒業直前 の テ ス トに 関す る もの で ある 。 そ れ

に よ る と ， 読 む 力 と書 く力 の 間の 相 関 が ．80 で 最 高 ， 最 低 は 読 む 力 と話 す 力 の

間 で ．58 で あ る
。 聞 く力は 話す 力 ， 読 む 力 ， 書 く力 と そ れ ぞ れ・68

・
・73

・
・75 と

い ず れ もか な り高 い
。
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1． 共同研究の ね らい

　第 1 年次 お よ び 第 2 年次の 共同研 究 は 聴き取 り能力に つ い て ， 大学 生 の 英 語

力実態 調査 ， 向上 度 と教授 方 法 と の 関係 ， 問題 形 式の 検討 な どを中心 に お き，

か な りの デ
ー タ が集 っ た の で （紀要 第 1 号第 2 号 に 報告 され て い る ）， 本 年度

は 聴 き取 り能 力と他 の 技能 との 関連性を研 究 して み よ う とい うこ とに な り， 上

記 の テ
ー

マ に 決め た わ けで ある （『英語 教育』（大修館
’72 年 8 月号） と一 部記

載重復）。

2． 作業過程

　間題 作成 か ら結果の 処理 に 至 る まで 10回 の 委員会を開 き次 の よ うな作業過 程

を決め
， 実施 した

。
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正 実 　　範 結 果　 の 　 処 理

3． 「聴き取 り」 （H ） に 関す る間題点

3・1 速 さの 問題

　ふ つ うの 話の 速 度は ，
1分 間 150語 か ら 200語 く

・

らい で あ る と推定 され るが，
，

今 回 の 聴 き 取 りの 問題 は 2 題 を作成 し， そ の うち の 1 題 を速 度 を 変 え て 吹 き込

む こ とに した （第 1 パ ラ グ ラ フ は 120語 ， 第 2 パ ラ グ ラ フ は 150語 ）。
2 番 は大

学生 同士 の ふ つ うの 速 さの 対話 を用 い る こ とに した
。 録音は東京教育大学外国

語 教 育研究所 の ス タ ジ オ で 行な い ， 吹 込 み は ICU の Professor　Baird
，
　ELEC

’

の Miss　K 　Irvin9 に 依頼 した 。

3．2　記憶 力 の 要素

　問題 文が あま り長 す ぎ る と， 英語 力そ の もの よ りは ， 記 憶 力 の テ ス トに な っ

て しまい が ちで あ る 。 これ を解 決す る に は ， 内容が は っ き りして い る 問題文 を

選 ぶ こ と， もうひ とっ に は ， 問題文 お よ び 設 問文 をで き る だ け短 くすべ きで あ，
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る とい う指摘が ， そ れ ぞ れ坪井忠二 先生 と R ・　Lado 博士 よ りな され た 。

3．3H の 出題 形 式

　記 憶 の 要 素を介入 させ な い た め， 今 回新た に試 み られ た の は ， 次の よ うな い

わ ば ス ラ イ ス 式で あ る 。

　　　　　 第 1 回 目の 聴 き取 り

第 1 パ ラ グラ フ の 読み

　（1 分 120語）

第 2 パ ラ グ ラフ の 読 み

　（1 分 150語 ）

第 2 回 目の 聴 き取 り

問題文の 1節

　設問　 1

問題文の 2 節

　設 問　 2

問題文 の 10節

　設問　10

　設 問の 解答 は 客観形 式 と し， （a ）〜（d） の い ずれ か適す る もの に ○印を つ け

る。設 問 は factual な もの と inferen七ialな もの の 両方 とす る 。 選択肢は正 答

以 外 は絶対的 に 誤 りで あ る もの とす る （た だ し， 問題文 と無 関係 に 誤 りと判別

で き る もの は含 まな い こ と）。

3。皇　問題文の 内容

　間題 文 は 叙述 k な 内容の もの と， 大 学生 同十 の 会 話 の それ ぞ れ 1 題 ず っ と し

た 。 内容は 「起承転結」 の は っ き りと した もの と い うこ と に した 。

4。 「読解」 （醐 に 関す る問題 点

4誼 　「り
一

デ ィ ン グ」 （R ）の 意味

　 「リーデ ィ ン グ」 は翻訳 が で き る こ とと 同 義 で は な い
。 小 川 芳 男 会 長 が

rso
．
　eed 　fac七〇r」 を 強調 され て お られ る よ うに ，

「り一デ ィ ン グ」 の 力 も，
一 定

時 間 内 に ， 文字 の 連 続 を 通 して どれ だ け多 くの 情報を どれ だ け正 確 に 処理 しう

る か とい う点 に あ る
。 今回 の 「り一デ ィ ソ グ」 は 英語 力の達成度 と い うよ りは

む し ろ， 莫 語 を ど れ だ け速 く正 確 に 読 め る か とい う実際的 な 力 を 測定 す る の を

ね らい と した
。

　 こ れ は， い わ ゆ る 「速 読」 の 力を試す もの で は な い
。 目本語 を ふ っ う読む と

きの 速度 ・正 確 さ と英 語 を読 む 際 とで は どれ だ けの 差 が あ る か とい う点 を調 査

す る 必 要 が あ る 。
こ れ か らの 「情報社会」 で は ， 母 国 語 と ほ ぼ 近 い 速 度 と正 確

さ で 外 国語 を読 む必 要 が で て くる 人 が 多 くな ろ う 。 安 倍 勇氏 （東 工 大 ）の ご提 案
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で ， 同一 問題 を 日本語 に 訳 した もの を被験者 に 与 え ，
「リーデ ィ ン グ」 の 差 を

見 きわ め る こ とは興 味が あ り ， 今後 実施 して み た い
、
ITC の 米人 講師 にや っ て

もら っ た ら，
10分で 30題 を余裕を も っ て 正 解 した 。 日本人 の 学生 の 場合 は ，

ITC
の 2 週 間 の 訓練後・ 問題 を終 りまで や れた の は 1 名だ け しか お らず ， 平均 は 12，

3 題 とい うと こ ろだ っ た
。

4．2　R の 出題形式

　テ ス トの 形弍 は ・ 質 閊 → 問題
一

・ 4 選択 肢 とい う順で ある
。 時間を10分聞 と し

た た め ， テ ープ で 時間 を知 らせ る よ うに した 。
ス ト ヅ プ ・ウ ォ ッ チ の 音 は テ ー

プ で は音量が不十分 な ．E， 時 限爆 弾 の よ うな感 じ も与え な い で は な か っ た の で ，

メ トロ ノ ー ム の 音を刻む こ とに した
。 テ ス トの 実施 に 協力 して

．
ドさ っ た 先生 方

の 中に は ， テ ープ の 音 は学生 に 不安定 な 気 持 を与 え る と い う意 見 もあ っ た が ，

音量 を調 節すれ ば そ れ ほ ど気 に な らな い とい う意 見 もあ っ た の で ， 時間の 測 定

を テ
ー

プ に よ る こ と に した
。

　Lado 博士 は ・
R の こ の 出題 形式 は穂 き取 りテ ス トに も使 え る の で ， 各間 が

短 けれ ば記憶 の 要 素が介入 しな い とい う点で は H の
“ Exemplary ”

な もの で

ある と言 われ た
。

4・　3　問題 文 の 内容

　問題文 は 3 〜 6 行 で ま とま っ た 内容を持 っ て い る もの と し， 易か ら難 へ と問

題 を配 列 した
。

工TC 参加者54名 を対象 に ア備 テ ス トを 行 な い ， 誤 答 を 分折 し，

若干の 修正 を 試み た
。

　出典は あ ま り市販 され て い な い もの の 中で ， 主 と して Ronald　 Mackin の

CES （Course　of　English　S七udy ），　ESS （English　S七udy 　Series），
　HCES

（Highdr 　 Course 　 of　 English 　 Study ） な どの 　Oxford 出版 物 と ，
　 PBEE

（pleasant 　 Books　 in　Easy 　 English ）シ リーズ の Longmans 出版物を用 い

た 。

5． 「書 くカ」 （W ） に 関す る問題 点

5・1 ラ イ テ ィ ン グ （W ）の 意 味

　「ライ テ ィ ン グ」 に は ， つ づ り字， 文法， 語い 選択， （自由 ）作文 な ど が 関係

して くるが ， 今 回 は ， 文 法 の うち語 順 の 問題 と語 い 選択 の 問題 を 取 り一Lげ る こ

と に な っ た
。 語 順 は Lado （1961）に よ ぱ，

“ Partial　production
”

で あ り，
　 W
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の 重要 な 一 部を な して い る
。

また ， 類似語旬か ら文脈 と照 らして 適当 な語 句を

選 ぶ こ とは ， 言語 の 直観 性 （lntuitiveness）が基 に な る の で ，
「ライ テ ィ ソ グ」

の 能 力 に直接 関係が ある 。 言語 は 合理 性 と非 合理 性 を具備 し て お り， 英語 特有

の 言い まわ しは ， や は り蓄 積 され た 作文力 が基礎 とな る の で ， 口本人 の 誤 りゃ

す い もの を15題 選 び ， 書 く力を見 る こ とに な っ た
。

5．2W の 出題形 式

　今回 は語 順 と語 い 選 択の 問題 を取 り上 げた が，
い ずれ も 1 か ら 4 ま で の 選 択

肢 か ら も っ と も適応 な もの を選 ぶ とい う客観的 な 方法を と っ た 。

　語 順 に つ い て は， た とえ ば
“

＿ you 　may （1．　up ，
2．　in，

3．　look，
4．　them ）

adic 七ionarジ
’

の うち ，
4 の the皿 を空 欄 に して お く補 充式 も考え て い た が ，

Lado 博十 の 意 見 を 取 り入 れ ， 語順 の 問題 だ け に 限定 し10題 とし た 。

　語 い 選 択 に つ い て は ， 日本藷 と 比 較して ， 誤 りや すい 問題 （た とえ ば，
「時

計 の 針」 （− hand
， た だ し needle は誤 り）， 英語独 特の 表現 （た とえ ば tellと

speak
，
　satisfied と satisfactory ，

　by と tillな どの 区別 ）な ど15題 とし た 。

6． 3 技能の 相関 に つ い て

6．1　3技 能 相関 に 関す る 仮 説

　 3 技能 の 相 互 に は 関係 が な い とい う仮説 と相 関関係 が あ る とい う仮説が 成立

す る 。 　「ス ピー キ ン グ」 を含 めた 四技能の 和 関関係はす で に 報 害され て い るが，

今 同 の よ うな種 類 の 問題 形 式 に よ っ て 実施 した 場合は ど うな る か とい う こ とは ，

試 み る価 値 が あ ろ う。 言語 能 力 を
‘Competence ’

と考 え る と， 技 能面 に 顕現 す

る の は
‘Perfo   ance

’
で 表層 的 な もの で あ り，

3 技能の 相関 と い うこ とが命

題 と して 成立 す る か ど うかが 疑 既 に な る 。 しか し，

‘Performance ’

自体 に 独 自

性 を全 然認 め な い の は行 き過 ぎだ と思 われ る
。 や は り， 実験 に よ っ て 相 関の 有

無 を考え る必要 が あ る と思 う 。

7． 問 題 内容

7．1 聴 き取 りに 関す る 問題

　そ の 1。　 （要領） は じめ に テ キ ス トを 1 回通 して 読み ます 。 次に 2 回 日を読 み ます 。

2 回 目を読む とき ， 所 々 で 区切 っ て 設問 を します 。 設 聞は 全部で 10題 あ ります 。 設 問の

そ れ ぞ れ に つ い て a ， b ，
　c ，　 d の 4 つ の 解答 例が あ りますの で ， そ の うち も っ と もテ キ

ス トの 内容を忠実 に示 して い る と思 うも の の 記号 を解 答用紙 に記入 して くだ さ い 。
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   Tom  Watkins  is away  from  the rest  of  the  family a  good  part of  the

 year.(1) When  he graduated  from  high sehool,  he decided not  to attend

 the
 State Universjty a  short  di:-tanee from  the city  where  the family Iives.

 He  wanted  to study  for a  degree in architeeture,  and  the State University

 did not  offer  the  degree.(2)(3)  He  finally chose  a  school  in New  Eng-

 ]and.(4) Tom  gets home  during the summer  months  and  at  Christmas

 time.(5)

   
Tom

 is very  studious  and  has always  done well  in his academie  work,

 
even  in the  difficult courses  he is now  taking.(6) He  keeps up  with  his

   .assignments
 and  has  always  turned  in his work  on  time.(7)  His routine

                                                                 '

 however, is not  
"all

 work  and  no  play.''(8) Tom  is an  excellent  athlete.

 He  plays  forwaTd  on  the university  basketball team, and  is a  member  of

 the swimming  team. In addition,  he is a  skilled  player.(9)(10)
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Ql. Who  is Tom  away  from  during the rnost  part of  the  year?

  a. only  his father. b. only  his mother.  c. on]y  his brothevs arid  sisters.

   (d). all the rest  of  his family.

Q2. Why  did Tom  decide not  to attend  the  State University near  his
     home?

  a.  Because  he thought  that the  university  was  diffieult to enter.  (b).

  Because  he  thought  it too dilllcult to get a  degree. c, Because  it did

  not  offer  the  degree  he  wanted.  d. Because  it did not  have good  tacilities.

Q3. In what  subject  did Tom  want  to study  for a  degree?

  (a). architecture.  b. medicine.  c. athletics.  d. agricu]ture.

Q4. Where  was  the  school  Tom  finally chose?

  a. in New  York. (b). in New  England.  c. in Mid  West.  d. in Eng-
  ]and.

Q5. When  does Tom  go  back  home?

  a. every  weekend.  b. only  in surnmer.  c. only  at  Christmas. (d).
  both  in summer  and  at  Christmas.

Q6. How  has Tom  done  in his acadernic  work?

  (a). always  done  well.  b. sometimes  done  well.  e. never  dene  wel].

  d. usually  done  well.
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Q7. How  does Tom  do  at  school?

  (a). very  well.  b. poorly. c. unsatisfactorily.  d. fair.

Q8. How  is Tom's  daily life?

  a. He  always'  works  and  never  plays. b. He  never  works  and  always

  plays. e. He  works  little but  plays a  lot. (d). He  works  hard  and

  plays a  ]ot.

Q9. NEIhat athlet.ic  teams  does  Tom  belong  to?

  a. tennis  and  soceer.  (b). basketball and  swimming.  e. tennis  and

  baseball. d. swimming  and  volleyi)all.

QIO. What  is Tom  now?

  a.  a  high  sehool  student.  (b). a  college  student.  e. a  professional  ten-

  nis  player. d. an  architect.

 leut 2. (eee) Z#vncl･ik7S  V deyfik.kl71:aSyrpt)Eir2Meeg"mvsiJ. eitl･".. Mary. a: Bill

Udird-XukE-g'. siffE 6iwaikfot, 1ouea'E-sttumafo-sts Ot-S"D>6;fia}{2$n(T8b.  c

a) pmS-(f l･# 
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 li]i kEr

to "e. LeS o

Zdiary: Bill, thank  you  for the pleasant time  we  had  at  the restaur,ant  last

  night.  I arn  sorry  I had  to leave so  suddenly.

IS･iZZ: Not  at  al1, Mary.  Af'ter you  left, I met  a  charming  girl there.

M:  Oh, really?  Do  I know  her?

B:  Yes, you  know  her  quite well.  But  I hadn't met  her  till last night.  I

  was  a  little angry  thae you  had never  introduced  me  
+.o

 her.

M:  Who  was  your  mysterious  and  chaTming  girl?

B:  It was  your  fniend Ann.  She  introduced  herself. We  went  out  for a

  walk  in ":he  park. The  moon  had  already  risen and  it was  very  romantic.

M,  Blll! I'mshocked!

B:  But  let me  tell you  what  happened  after  we'd  got into the park.

M:  No!  I don't want  to hear  what  you  did.

B:  Please, Mary.  YourpllL,t listen. Well,  we'd  hardly gone  a  few yards

  when  we  met-well,  who  do  you  think?

M:  I don't know  and  I don't care.

B:  It was  Geerge.

M:  George?

B:  He  was  very  surprised  to see  us.  You  see,  he was  the friend that  Ann

   had  been  waiting  for at  the  restaurant.

NII-Electronic  Mbrary  
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!lfr Ann  never  told  me  about  him.

B:
 Then  we  all  three went  baek for more  eoffees  and  by the time we  had

  
finished

 
them,

 we  had  made  plans for all four of  us  to spend  a holiday
  in London.

M:  Well, I really  don't know  what  to say.
B;

 Don't say  anything.  Just look forward  to the holiday.

  ziaixl}oStal･ovizremaaJS(erg,'v>gldi.  a, b, e, d os  
'5
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 ea Vh℃ rb> Sgts  A21Z  b'8 t･ 
-i
 .

Ql. Mary  thanked  Bill

  .a. for the  present  Bill had  given her. (b). for the pleasant time she  had

  with  him. c. for the  nice  holdiay plan in London.  d. for the pleasant
  walk  in the park

Q2. Bill met  Ann

  a. on  his way  to the  restaurant.  b. on  his way  to the  park.  c. while

  he was  with  Mary.  <d). after  Mary  haofleft.

Q3. The  number  of  the  people who  are  going  to spend  a holiday together is

  a. two.  b. three. (c). four. d. five.

Q4. When  Mary  said,  
"No!

 I don't want  to hear what  you  did," Bill replied,

  (a). 
"Please,

 Mary. You  mu･st  listen.'' b. "All
 right,  Mary.'' c. 

"I'm

  shocked.''  d. "Oh,
 really!''

Q5, The  people  who  went  back  to the restaurant  together･ were

  a. Bill and  Ann.  b. Bill and  Mary.  e. George  and  Ann.  (d). George,
  Bill and  Ann.

Q6. Mary  said,  
"I

 really  don't  knew  what  to say,"  because she  found that

  a.  Bill liked Ann  better than  her. b. Ann  seemed  to be interested in

  Bill. c. Bill was  friendly  to anyone.  (d). she  had  misunderstood  Bill.

Q7. Bill said  to Mary,  
"I

 was  a  little angTy,''  because

  a, she  hadn't stayed  long in the  restaurant.  b. she  hadn't  gone  out  for

  a  walk  with  him. (c). she  had  never  introduced him  to Ann.  d. she

  hadn't gone  back  to the restaurant.

Q8. Mary  was  not  very  pleased when  Bill told her  that

  a. he had  met  a  very  charming  girl in the restaurant.  (b). he had  gone

  for a  walk  with  the  eharming  girl. c. Ann  had  met  George,  d. Ann

  had  been  waiting  ior George.
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Qg．　 The 　night 　before
，
　Bill　met 　Mary

　　（a ）．at 　the　restaurant ，　 b．　in　the　park ．　 c ．　at 　Ann ’

s　house ．　 d．　 in　Lon −

　　don ，

Q10．　 In　the　restaurant 　Bill　 and 　Mary 　drank

　　（a ）．coffee 　 b．　 tea 　 c ．　beer　 d．　 coke

7．2　 り
一

デ ィ ン グに 関 す る 冏題

　（要 領） 閥題 は全 部で 25題 あ ります 。 所 定の 時間 は10分間で す 。 所定 の 10分間にで き

るだ け多 くの 問題 の 解答を して 下 さ い 。全 部で きな くて もか まい ませ ん 。

　關始 と終 りの 合図はテ
ー

プで い た します 。 チ ャ イム の音 が鳴 っ た ら開始 して 下さい 。

10分た つ と終 りを 示すチ ャ イ ム が鳴 ります 。 チ ャ イム が鳴 っ た ら ， 途中をや りか けて い

て も止め て ドさい 。 で は チ ャ イ ム を合図に始めて 下 さい 。

　　　　　　　　　一伊感　　 題一一一一一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．　
．．

　　　7」7］ten 　 d・i・d　 Geor ．qe　 paつ bα殉 α？
’
，
．鹽
秘 6 α亡 伽 腋 匹伽 児 0π thc，．t　 dα塑

　　　　　George 　lives　near 　the　station ．　 He 　can 　usually 　walk 　to　the　station

　in　tcn　rn且nutes ．　 On 　that　day 　he　left　home 　 at 　eight 　ten．

　　　　　 a ．8 ：00．　　　 b．8 ：10．　　　 c ．8 ：20．　　　 d．8 ：30．

　　　正解 ： c ．

〔注意〕 設問をまず読み ，次 に木文 を読み ます 。

　　　　　　設 問の 答えを a ， b ，
　 c ，　 d の うちか ら最 も適 当な もの を選びそ の記 号を解答用

　　　　　紙 に記入 して くだ さい 。

　　　　　　所要時間は10分で す 。 10分 内 に で き るだ け多 くの 問題 に 答え なさ い 。 た だ し ，

　　　　　全 部で きな くて も構 い ませ ん 。

　　　　　　時間は テ
ープ が 知 らせ ます 。

1．　　丑 o 盟 　ol 〔琶　i・s　β 郡Z2

　　　　　Mary 　is　ten　years　 old ．　 She 　has　tWin 　brothers　named 　Tom 　 and 　 Bill

　　　and 　a　brother　Jack 　who 　 is　twelve　years 　old ．　 Tom 　is　six ．

　　　　　a ．ten　　 b．　 twelve．　　 c ．　 eight ．　　 〔d），　 six ．

2．　　rVhctt　cl
・i・d　言h θ　祝 απ　do　ガηαZ砂 2

　　　　　After　walking 　 along 　for　about 　 a 　mile 　 without 　 seeing 　 either 　 houses

　　　oT 　 people ，
　 he　became 　 extremely 　 tii’ed ，　 and 　 he　 lay　down 　 on 　 the 　 grass

　　　to　fall　 into　sound 　sleep ．

　　　（a ）．　 He 　fell　asleep ．　　　　　　　　b．　 He 　sat 　down ．

　　　　　c ．　 He 　found 　sGme 　peQple ．　　d．　 Ile　found 　a 　house ．

N 工工
一Eleotronio 　
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 Mhat  did the man  ot･oti･ce then.2

   When  he  opened,  the  door, he was  surprised  to see  the passage  fill-

 ed  with  smoke  and  he  noticed  a  strong  smell  of  burning.

   a. the  closed  door. (b). smoke  and  smell.

   c. the passage.  d. the  house  burned down.

 Mhere  aia the ca･stZe  stand?

   We  drove  along  the  sea,  when  a  short  distance before we  came  to

 the castle  we  took  a  turning  up  a  side  road  leading away  from  the

 sea  and  in a  few  minutes  we  arrived  at  the castle.

    a. along  way  from the sea.  b. near  the erossing

   (e). a  few  minutes  away  from  the sea  d right  on  the cliff

IFhat did the boy  ao when  Jte sau;  a  stranyer.?

   If the boy  had  been  a  few  years older  and  wiser,  he  shou]d  doubt-

 less have  talked  with  the stranger.  But  instead he  ran  out  through
the back  door and  Ioudly called  out  for help.

   (a). ran  away  for hedp.  b. ran  up  to him.

    e. talked  with  him. d, asked  for his help.

Mhere  didi 'ehey
 see  a  bea?'.2

   Just  then  they  heard  a  strange  sound,  like something  heavy, but

no  hard, rushing  over  dry Ieaves. Then  they  saw  a large  bear, as  big

as  a  horse, running  after  them  a  short  distance away  with  its head

dow?z.

  a.  under  the  leaves. (b). a  short  distanee  away.

  e. over  something  heavy. d. near  their horse.

Mhat  is t{,rgenty  needied  for the geeople livinst ･i･n dis'ea･nt pia･ces.?

  Millions of  people  are  living in distand: plaees  where  there  are  no

Tailways,  no  proper roads  and  no  telephones.  Thousands  of ]ives are

Iost every  year  whieh  could  havo. loeen saved  if medieal  attention  had

been  provided  in time.

  (a). immediate  medical  treatment.  b. railway  services,

   c. more  houses. d. ehuTeh  yards  for lost lives

Mhat  u:o･zbia  a  fa･i･tl'tfa{Z dog  a･sic  for.P

  As  ill luck  would  have  it, if the  master  shc)uld  beeome  friendless
and  homeless  in the  world,  the  faithful dog  would  ask  no  higher  pri-

                                                   NII-Electronic  Mbrary  
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vllege  than  that  of  aecompanying  his master,  to guard  against  dan-

ger, and  to fight against  his enemies.

  a. proteetion  from  danger  and  enemies.

  b. fighting against  his own  enemies.

  e. a  eomfortable  home.  (d). aecompanying  his master.

PP'lty di,a M･rs. ･S･m･dth sta･y  otet  of  doors alt  day?

  Mrs'. Smith is aged  eighty-six  and  had  eutlived  all  her' elose  rela-

tives but  had  a  Toom  in the house  of  her sister-in-law,  who  apparently

disliked her  intensely. In addition  the son  of  the  house, a  person

of  low  IQ  and  d.istressjng behavior, used  to terrorize  the poor  old  lady

so  mueh  that she  stayed  eut  of  deors all diay just to be out  of  the  way.

  a. Because  she  lost her close  relatives  and  felt lonely.

  b. Because  she  liked the  cool  air  outdoors.

 (c). Because  she  was  hated  and  terrorized

  d. B.ecause she  was  poor  and  had  no  roem  to stay  in.

MJ?,at a･re  t'he ltouses in moder?i,  times Zike.?

  In  modern  times  houses differ less from  eountry  to country  because

people do not  depend  solely  on  local materials  and  beeause ready-

made  building components  are  widely  used.  Nevertheless, many  lo¢ al

characteristics  persist.

  a. no  differentiation. b. cemp]ete  standardization

  e. more  local eharaeterization.  (d). Iess differentation.

TFhere  di･d ea･nzets  paroba･bZy o?'i･gina･te  f･rome

  Camels  have  been domesticated for so  long in the middle  east  that

it is not  known  for certain  where  they  originated,  though  Arabia  is

thought  to be  the  most  likely country.

(a). probably  Arabia. b. some  eountries  in the  East.

  c. entirely  unknoNwn.  d. some  c6untries  in the West.

IIZhat is the ionmed･i･ate ca･ztse of  New  Zea･lam,d's gerosperit･y.?

  Until reeently,  the  raising  of  great  numbers  of  animals  and  the

export  of  their products  had  not  been  profitable,  because  New  Zea-

land is far trom  the  ]ands that  might  consume  its meat  and  butter.

The  use  of  refrigeration  overeame  thjs diffieulty. As  regards  feed-

ing the  eattle,  t/he native  grasses  are  not  very  nourishing.  They  have
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13.

14.

15.

been  ploughed  up  in many  distriets and  English .cr.
 rasses  sown  instead.

This has much  improved  the  pastures.

  a.  produet  of  meat  and  butter.

(b). the use  of refrigeration  and  the  sowing  of  English  grasses.

  e. pastures  and  industrialization.

  d. nourishing  of  eattle.

Zihat will  be t7te ･reaction of  eommon  peopZe to  a  new  i･dea in generale

  The  average  brain is naturally  Iazy and  tends  to take  the ]ine of

least resistance.  The  mental  world  of  one  ordinary  man  consists  of

beliefs whieh  he has aecepted  without  questionjng  and  to whieh  he is

firmly attaehed.

  a. willingness  to believe without  questioning

  b. willingness  to aecept  it.

 (c). reluctance  in aecepting.  d. neutral.

JVhat s]bo･uld  be the a･ttitude  of  gTozvn-up people to･zv{erd lea･rni7z･g2

  There  is a  danger, and  a  very  real  one,  that a  grown-up  people

especially  well-educated  ones  may  eonsider  that  their days of  learn-
ing are  over,  and  that their business is to make  money  not  to learn.

This is a  pitifully foolish attitude,  for the  wisest  and  rnost  learned

man  alive  is still, as  Newton  expressed  it, like a  child  picking  up

pebbles by  the sea  of  knowledge.

  a.  to play  on  the beach. b. to make  money  for the family.

  c. to retain  their edueation  received.

(d). to devote themselves  to ]earning more.

Mhy  dia one  men  s･u･rvive  in thc volcanie  explosion  of  Mt. Fes･uveus?

  Out  of  the  population of  30,OOO odd  only  ene  man  survived.  He

was  a prisoner condemned  to death  and  was  saved  from  heat  and

suffocation  by  the thick  prison  walls  and  the narrow  slit of  his cell

window  when  the ineandescent  cloud  of  voleanic  ash  and  choking

gases  rushed  upon  the town  the slopes  of  the  mountain.

(a). because  of  thick  walls  and  narrow  windows.

  b. beeause  of  choking  gases  and  volcanie  ash.

  c. because  ef  his strong  will.

  d. beeause  of  some  remainjng  water.

                                                  NII-Electronic  Mbrary  
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ITozv a･re Enylish  rivers  a･iffere･nt f･ro?n･ Con'ei･veentaZ oti･vers.?

  There  is always  a  river  not  far away  jn England;  and  although

judged by  Continenta] standards,  our  rivers  may  for the  most  part
be small  and  jnsignificant, they are  perhaps the  more  intimately

known  for that. Certainly they  are  not  the  kind about  whieh  national

songs  are  composed,  as  in the case  of  the  Rhine  or  the  Danube  or  the

Volga;  but  at  least they  are  the kjnd in which  a  boy  ean  bathe  and

in which  a  faTm-hand  can  tickle an  occasional  trout.

  a.  more  suitab]e  for the national  songs.

  b. virtua)ly  not  very  different from  the Rhine  or  the  Danube.

(c). smaller  and  insignificant but more  intimate.

  d, abundant  in tr'out.

On  what  geri･nciple t[)a･s the Netv E?zgl･ish D･icti･onary bascd.?

  Valuable  though  the actua]  volumes  of  the dictionary were,  there

was  perhaps  an  even  more  valuable  product of  this enterprise-a  new

way  of  thinking about  Ianguage  problems  and  
`rules'.

 The  emphasis

was  upon  history. The  compilers  did not  pretend  to  lay down  a  eer-

tain  
`correet'

 way  of  using  a  word,  but  showed  us  the  various  uses

to which  it had  actually  been  put  at  various  tirnes in the past.

  a. the  eorrect  way.  (b). history.

  c. the present uses.  d. the compilers'  intelligenee,

Mhat  kind of  room  dect "fme. Ct{･rie It･a･ve to i,t･se for her  research･.?

  The  research  was  carTied  out  under  great difficulty. Mme.  Curie
had  to use  an  old  storeroom  at  the university  as  her  laboratory she

was  refused  a  better room.  Here  it was  cold  and  damp,  there  was

no  proper  apparatus  and  very  little space  for research  work.

  (a). a  storeroom.  b. her  husband's  room.

   c. her  own  room  at  home.  d. a  speeial  room  for research

                                    at  the  university.

Z7hat ds tlt･e "cett{･re  of  th･e aom･petitilon  of  vn･a･n  aga･inst  man.?

  The  competition  of  man  against  man  is not the simple  process en-

visioned  in biology.  It is not  a  sjmple  competition  for a  fixed amount

of  food determined  by  the  physica]  envirormient,  beeause  the environ-

ment  that  determineg  our  evolution  is no  longer  essentially  physical.

Our  environment  is chiefly  conditioned  by  the things we  believe.

/
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  a. eonditioned  by  biological envjronment.

 (b). conditioned  by  what  we  believe.

  c. conditioned  by  something  essentially  physical.

  d. conditioned  by  food and  our  body.

Uow  hi･gh is the tempera･t･ure inside th･e stma.?

  We  must  not  be contemptuous  of  the Sun. Cosmically it is far more

important  than  our  own  insignificant werld.  Its diameter  is 864,OOO

miles  so  that it eould  contain  more  than  a  million  globes  the size

of  the  Earth.  Even  at  its surface,  the  temperature  is around  six

thousand  degrees Centigrade, and  in the solar  
`powerhouse',

 deep

inside the  temperature  must  rise  to well  over  ten  million  degrees.

   a. 1,ooo,oooo b. 6,oooo

  (c). higher than  lO,OOO,eOOO d. 264,OOOO

What  tt;cis Machiavelli's cont･ribution  to poMttes.2

  To  many  people, I imagine, Machiavelli represents  the essenee  of

political evil.  Yet  the  man  himself loathed despotism  and  believed

devoutly  in the  virtues  of  the  republican  institutions. He  knew  frorn

his own  direct observation,  political practiee was  synonymous  with

ruthless  egoism.  He  regretted  this fact perhaps  as  mueh  as  any  man,

but  he  sought  to report  honestly what  he believed to be the  truth.

 (a). the honest  report  of  what  he  believed to be  the  truth.

  b. the estab]ishment  of  the goed  model  of  the  republican  institu-

    tion.

  e. fight against  political evil.

  d. the  justification the ruthless  egoism  in the political world,

J17hy don't the Koreans express  t'hanles for a  gift or  a  icindnesse

  There  is nothing  quite so  aggravatjng  as  someone's  failure to ap-

preciate a  gift or  a  kindness. Perhaps  caleulated  lack of  appreciation

is nowhere  further developed  than  in Korea.  Of  ceurse,  many  Ko-

reans  aJre very  thankful  for gifts, but more  often  than  not  there  is

the well-developed  concept,  coming  from  Buddhism,  that it is the

giver rather  than  the  reeipient  who  should  be  thankful, sinee  the

reeipient  has provided  a  means  by  which  the giver may  gain merit

through  the  gift. It is a  real  part of  Oriental thinking.

  a. Because  Buddhism  taught  them  that  they should  not  say,
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iCThank

 you.''

 (b). Beeause  they  think  that  the  giver should  express  thanks  to

     yecipient  for gaining merit  through  the gift.

  e. Because  they  think that the reeipient  is more  superior  to the

     glver.

   d. Beeause  they  were  influenced by  Oecidental ways  of  thinking.

ffha･t does  the bew  mean  to t]t･e Awieri-cans;P

  For  an  Ameriean,  bowing  implies  eomplete  subservience,  almest  a

kind  of  xEJorship.  To  the  Japanese  it was  purely  a  matter  of  soeial

respect.  When  however,  some  enthusiastie  young  missionaries  went

te Japan  after  the war,  they  repoTted  mass  eonversions  of  the Jap-

anese,  who  readily  bowed  in response  to rather  poorly understoocl

appeals  for loyalty to Jesus Christ. It turmed  out  that  the  bowing

was  move  a  response  to the  authority  of  American  oecupation  than  te
any  religious  cGmmitment  to Christ.

  a. It means  merely  a  soeial  respect  for something  or  semebody.

  b. It means  the  expression  of  friendliness.

  e. It means  loyalty to Jesus Christ.

(d>. It means  almost  a  kind  of  worship  of  something  or  somebody.

V}"hcet kind  of  cbbst･rc}ets  appear  i･n "B･ioZog･ieal
 Abstraets".?

  
"Bio]ogieal

 Abstracts" is a  scientifie  journal consisting  of  extreme-

]y conden:ed  summaries  or  abstraets  of  current  seientific,  biological

literature. Bielogy, however  is such  an  extensive  field that the  ab-

straets,  if published in one  volume,  would  be  expensive  and  bulky.

They  are,  therefore,  divided into five volumes  dealing  with  speeialized

topies within  the general biological field, each  of  which  may  be pur-

chased  independently.

 (a). eondensed,  b. widespread.

   c. extensive.  d. hulky.

ITFt･at wartiaZIgy overoomes  the I･i,･mits of  htbvn･a･n pe･reeption.P･

  There  are  limits of  exactness  in human  perception  which  are  ir-

remedial.  As  two  lines or  forms  ax'e  made  mere  nearly  equal,  a

point  is reached  at  which  the  imaided  eye  ean  no  longer  distinguish

loetween them.  To  eliminate  this source  of  error  in observation,  pre-
cision

 instruments  have  been  devised which  permit  greater  accuracy
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of 　measurement 　than 　could 　be 　obtained 　otherwise ．

　　　a ．　　 ObSerVatiOn ．　　　　　　　　　　　b，　 aCCUraCy ．

　　（c ）． instrurnents．　　　　　　　 d．　 exactness ．

7．3　「ラ イ テ ィ ン グ」 に関 す る 間題

　そ の 1．　 （要領）所要 時間 は 1．5分で す 。 時閙 はテ
ー

プ が知 らせ ます 。 そ の 1 は語順 の

問題で す 。 か っ

』
こ 内を正 し い 順序 に 並 べ そ の 番号を解答欄に記入 しな さい 。

　　　　　　　　　　　例 題．一 　 　 　 　 　 ．一 　
．．一

　
一

　　The 　doctor　told　me （1．　to，
2．　 again

，
3．　never

，
4，　smoke ）

正 解 ： 3　　1　 4　　 2

　その 2．　 （要領）所定の 時問は 5 分で す 。 時間は テ
ープが知 らせ ま す 。 そ の 2 はか っ

こ 内か らIF しい 語 を選ぶ 閊題です 。 合図が あ っ た ら始 め な さい 。

．例 題

　　May 　I （1．　serve
，

2．　help
，

3．　offer ， 4．　take） you 　to　 some 　jam？

．正解 ： 2

そ の 11

．　 If　you 　don ，t　understand 　the　meanings 　of 　these　words ，　you 　may （1．　up

　　2．in　 3．　 look　 4．　 them ）adictionary ．

2． Ihave （1，　to　 2．　nothing 　 3．　with 　 4．　do）the　matter ．

3． Icannot 　complain 　about 　the 　condition 　 of　the　car
，
　 as 　I　bought 　it （1．

　　next 　 2．　nothing 　　3．　 to　　4．　 for）．

　4．　 He 　（1，　hirnsclf　 2．　thought 　　3，　 as 　　4．　of ）　a 　painter 。

5． He 　 lives （1．　 door　 2．　 to　 3．　 me 　 4．　 next ）．

6．　 Ihad 　no 　 idea （1．　which 　 2．　 to　 3．　 choose 　 4．　 one ）．

　7。　 The 　 boys　 don ’t　 attend 　their　 meetings 　 regUlarly ， （1．　 neither 　 2，　 the

　　girls　　3，　do　　4．　 and ）．

　8．　 If　you 　don ’t　know 　the　 place　we11
，
　 ask 　the　 conductor （1．　 to　 2．　where

　　3．off 　 4．　get） the 　bus．

9． Those 　 two 　brothers　 resemble 　 each 　 other 　 so 　much 　 that 　 we 　 often （1．

　　one 　　2．　take　　3．　for　　4．　the　other ）．

10． rm 　just　wondering 　 if　it　could （1．　 service 　 2．　be　3．　 any 　 4．　of ） to

　　 yOU ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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kO2

 1. 0ne  of  the (1. hands  2. needles  3. pins 4. pens) of  the  elock  is

  missin.

 2. We  wear  (1. cloth  2. clothes  3. cloths  4.acloth) to keep  us  warn.

 3. This fruit tastes (1. bitter 2. bitterly 3. bitterness 4. bitterful),

 4. Iwill ]et you  know  as  soen  asI  (1. shall  have 2. have  3. will  have

   4. shall  have  had)  any  information.

 5. We  (1. congratulated  2. met  3. told 4. observed)  him  on  winning

             i
   the  first prize.

 6. No  sooner  had  the baseball game  started,  (1. when  2. then  3. than
                     .
   4. as)  it began  to ram.

 7. He  didn't (1. say  2. speak  3. talk 4. tell) us  where  he had  ioeen.

 8. We  are  very  sorry  that you  (1. are  not  satisfactory  2. are  not  satis-

   fied 3. did not  satisfy  4. are  unsatisfactory)  with  out  work.

 9. What  does  the  bill (1. become  2. come  to 3. amount  4. equai  to)?

'10.
 (1. We  aTe  2. You  are  3. It is 4. They  are)  impossible to master

   a  foreign language  in a  year  or  two.

 11. As  Tom  fe!t ill, the  teacher'  gave  him  (1. allowance  2. excuse  3.

   permission 4. permit).

 12. CanI(1.  borrow  2. hire 3. Iend  4. rent)  some  money  from  you?

 13. He  is a  very  (1. imaginary  2. imaginative  3. imagined  4, imagin-

   able)  writer:  he is always  writing  about  journeys in spaee  and  such

   thing.s,

 14. I didn't think  it worth  (1. mentioned  2. mentioning  3. mention  4.

   to mention).

 
'15.

 He  should  have  arrived  (1. ti11 2. by 3. before 4. unti1)  no"r.
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8． 結 果の 処理

8．1　参加 大学

　冷 回 の 実験研究 に参加 した大 学 とご協力 して い た だ い た 方 々 は次 の 通 りで あ
る （敬称略）。

　北海道 教育大学 （森永正 治 ）， 北海道大学 （栗原 豪彦 ）， 北星学 園大学 （船津

好平）， 北海道教育 大学釧路 分 校 （鈴木史朗 ・ 東 毅 ）， 山形 大 学工 学部 （斎藤作

太郎 ）， 山形 大学教育定 部 （尾形 良範）， 岩手 大学教養部 （柳内忠 剛 ）， 福島県

立医科大学 （引地岳 雄）， rJg形大学教養部 （斉藤作太郎 ・藤 田孝 ・飯島武久 ・

工 藤光三 ・ 秋 保慎一
）清 森 明の 犀 短 大 英語 科， 剰 ヒ大学教養部 （佐 々 樺 ），

福 島大学教育 学部 （西村 嘉 太郎 ）， 奥州 大学 （那 須 弘 二 郎）， 弘 前大 学 （酉村清
己 ），秋 田 大学教育学部 （飯 田 正 志 ）， 東 北学院大学 （畑中孝実）， 新潟大 学教
育 学 部長岡 分校 （諸橋哲夫 ）， 茨城大 学 （川村安宏 ）， 長 野県 短 期大学 （北 沢達
雄 ）， 高崎経 済大学 （森 田正実 ）， 大 妻 女子大学 （視 聴覚 教育 ナ ー ビ ス 部），東泉
理 科大 学 （鈴木武 ）， 恵泉女学 園短大 （菊池み っ え ）， 成蹊大学 （山本 俊 樹 ），

⊥ 智 大 学 （楠瀬淳三 ）， 慶応 大学 （小 池生 夫 ・江 野沢一 嘉 ）．成 城大学 （中村直

子 ’古 田 硝 ）職 期 棘 大学 嘸 下菊ノ・ ）7 玉 川大学 （後 藤馳 ）， 立教プく学
（長谷川 潔 ・横尾 和 歌子 ）， お茶の 水女子大学 （長谷 川潔）， 津 田塾 大学 （大束
百 合子），

日本女子大 学 （井 出祥子 ）， 束洋女了短大 （東後勝明）， 神奈 川県 立

外 語短 大 （高崎 修 ・ 鉛木忠 夫 ），東京堰機大 学 （浅野 博 ）， 中央 大 学 （桃沢力 ），

東 京女子 大学短大部 （升川 潔）， 聖心 女子 大 学 （嶋崎 陽子 ・ シ ス タ ー出 中順 子 ），

白百 合女子 大 学 （石 井正 之 助 ）， 明 治学院大学 （皆川三 郎 ・ 大井 上滋 ），鶴見 女

子大学 （中村 敬 ）， 国士 館大学 （小池 義公 ・西 野入 徳 ）， 和 洋女子大学 （奥津文
短 棘 醗 大学 （松 本蘓 桜 井雅 人 ）， 融 短 期大学 （神谷秋 幽 ？河崎公

江 ）， 山 梨大 学 （久 保 田泰 夫 ）， 神井工 業高 専 （鴬 木清 ）， 金 沢大学 （長谷 川光

昭 ）， 愛 知淑徳短 期大学 （井上 崑治 ）， 南山大学 （直 井豊 ）， 愛 知県 立看 護短大

（森 米 二 ）， 名古 屋大学教養部 （佐藤一 夫 ）， 名古屋 学院 大学 （清水 克正 ）， 愛知

県 立芸 術大 学 （羽澄英 治 ）， 富山大 学 （藤 田賢 治 ）， 愛 知教 育 大学 （小 林典郎），

名古 黥 立 大学 （姻 漱 一 的 ， 融 1大 学 （北村達 三 ）， 駢 大 学教 育学部
（茨 山良 夫 ）， 静 岡女子 短 大 （金 子容子 ），大 妻学院大 学視聴 覚教 育 セ ン タ ー（天
野一

夫 ・河 野 武）， 愛知 工 業大学 （堀内俊和 ）， 金 沢大学 （大塚巌 ）， 和歌山大

学 （次重寛 禧）， 奈 良教 育大 学 （佐 藤秀志 ）， 京都産 業 大学 （梅 田 巌 ）， 京都大

学 （安 藤昭 一 ）， ノ ー ン ル ダ ム 女子 大 学 （松本佳子 ）， 京都府立 医科 大 学 （服 部

N 工工
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英二 ）， 追予 門学院大 学 （緒方進 ）， 関西 大学 （小林宏行 ）， プ
ール 学院短期大

学 （小林宏行 ）．帝 塚山大学 （池 宮恒子 ）， 同志 社女子大学 （小 田幸信 ・福本
一 ），

桃 山学院大学 （大 谷 泰照 ）， 平安女学院短 大英文科 （矢崎庄 司 ）， 大 谷 女 子短 大

（青木幸 子 ）， 大阪女学 院短 大 （月 山 み ね子 ）， 金蘭短 期大学 （吉川千鶴子 ）， 大

阪 教育大学池 田分校 （丸谷満男 ）， 大阪電 気通 信大学 （木山勇司 ），被 昇天 女子

短 期大学 （本多律理 ）， 大阪市立大 学 （増田 芳雄 ）， 神戸大学 （筧寿雄 ）， 明石

工 業高等専問学校 （宮内芳 郎 ）， 賢明女子短 期大学 （嶋 田三 郎 ），松陰女 了大学

（高 原脩）， 天理 大学 （堀 部充 ）， 甲南女子大学 （広 永周三 郎 ）， 奈良女 予大学（清

水氾 ・ 森 本佳樹 ）， 梅 花女 子大 学 （平嶋順 子）， 広 島女学院 大学 （中野 丈策 ），

広 島工 業大 学 （川地理 策）， 広島大学 （今井光規 ）， 岡 Lh大学 （西前美 己 ）， ノ

ー トル ダ ム 清心 女子 大 学 （小 田朗美 ）， 山口 大学 （水 田巌 ）， 徳 島大学 （清村 隆

寿 ）， 高知大学 （大林輝彦 ），四 圜学院 大 学 （浜島敏 ）， 九州 大学 （宮 原文夫），

九 州 大学教養 部 （渡辺 眷吉）， 福福岡 教育大学 （池浦貞彦 ・ 松畑熙一 ），
長 崎県

立国際経済大学 （木下 良樹 ），
長 崎大 学 （添田裕 ）， 久留米大学 （岡 国臣 ）， 熊

本女子大学 （富田党夫 ）， 宮崎大学 （小 篠 敏明）， 佐賀大学 （越 智英二 ）T 筑紫

女 学園短 期大学 （林秀 武），九州 工 業大学 （井戸修）， 熊本大 学 （福 口 昇八 ・ 荘

lrl博雄 ）， 琉球大学短 大部 （伊藤文雄 ）， 大 分大 学教育学部 （永沢 二 郎 ・森 正 己 ）

N 工工
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8．・2　潤定結果

8．2議 　各 群 の 平均値

　　　　　　　　表 1．

技能別の 各群の 平均 値 は表 1 の 通 りで あ る 。

各僻 の 技能別 （H ，
R

，
W ）平均 値

l　 　 　 H 　 　 R 　 　W H 　 　 R 　 　 W H 　 　 R 　 　W H　　R 　　W
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　　 」
27− 1哩 8．86 ．38 ．348 −11D ．17 ．312 ．9

2727 ，610 ．2310 ．27 ．913 ．6158 ．ユ 4．99 ．428 、4 ユ6．110 ．8

37 ．94 ．96 ．815 −17 ．85 ．08 ．8167 ．66 ．98 ．0508 ．9T
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9．37

．9
　 ．
7．515

．0
−」．、h−
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．2

　 17
．．
　 189
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．．
　 23

−111

，710 ．515 ，1 9 ．36 ．9 9 ．15 ，37 ．25211 ．56 ．68 ．5

113 ．76 ．4 ユ3．53411 ．67 ．412 ．619
．．
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8・2・2 平均値の 分布　 3 技能の そ れぞ れ に つ い て 分布 を求め る と表 2 の よ う
に な る

。
こ れ を図式 化す る と図 1 の よ うに な る 。

　　　　　　　　　　表 2． 技能別 （H ，
R

，
W ）平均値 の 分布
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8．3　 3 技 能 の 相関に つ い て

　 3 技能の 相関 は第 2 〜 4 図 に示 して あ る
。 相関係数は 次の よ うで あ っ た

。

　　　R −W ．79　 　 H −W ．73　 　 R − H ．67

す な わ ち． R −W と H −W で は 高い 楕 関 が，
　 R − H で は適 度 の 相関が 見 られ た 。

こ の 数値の 示す傾 向は前述の Carroll博士 の 得 た 相関の 傾 向 と似て い る
。 （R−

W ．80
，
H −W ．75

，
　 R − H ．73）。

　 こ の 統 計処 理 は ， 各 ク ラ ス 内 で は 3 技 能 に関 して 個人 間に 同 じよ うな 傾 向が

あ る こ とが経験的 に い え る と考え受験者個人個人 で はな く， 各 ク ラ ス の 平 均に

基 づ い て 行 な っ た 。 した が っ て ， 個 人 別 に考え た時 に は， 必 らず し もそ の 結果

が あて は ま る とは限 らない
。

　得点分 布図 （図 1）で 特徴 的な の は R の 分布 が他 の 2 っ の 技 能 に 比較 し て 非

常 に 狭 く， し か も， 山 の 右 側 が急 に 小 さ くな っ て い る こ とで あ る
。

入 学 試験 が

読解 力中心 で ある影響 で あるか も知れ ない
。

9． 実験 の 反省

9．1 　ア ソケ ー トよ り

9・　1・　1　 f ス ト問題 に つ い て は ， まず ， 今 図 狙 っ た ヒ ア リン グ能 力 の 評 価 に ふ

さわ し い 問題 だ っ た か ど うかが 考え られ ね ばな らな い
。

　 形 式 に つ い て は ，
Writing の 問題 が は た し て Writing の 力を見 る の に ふ さ

わ し い か ど うか 疑 問視す る人 が 多い
。

こ れ は作成 委員側 で も議論 の 多 くな され

た と こ ろ で ある が，
Writing の ・一・部門 とし て の こ の よ うな 形 式 の 問題 で あ っ た

ら ， 他 の 問題 と どの よ うな 相 関 が 見 られ る で あろ う， と い うきわ めて 限 られ た

条件 の もの で ある 。

　 Hearing の 形 式 に つ い て は ，
1 番 は よ くな い とい う 批 判 が 出 され て い る 。

Reading の 形式 に つ い て は 特 に 批 判が な か っ た 。

　 次 に 難易 度 に つ い て は ，
Reading の 問題 に 難 し い もの が あ る とい う 意 見 が

出され て い る
。

こ れは 尅象の 学生 に よ っ て 感 じ方 が 異 っ て くる種 類の 批 判で あ

る が， 全 体 として Reading が 斯 しい と し て 意 見 が 出 て い る の は ， 解答時間 の

絶 対 量が少 な か っ た こ と に 原 因 が あ る よ うで あ る
。

こ れ は ， 作 成 委員側 で ， 最

高 どの 程度ま で速 読 が 可能 か を調 べ るた あ に ， も っ と も優秀 な学牛 に 対 して も

全 間 は解 けぬ よ うに 構成 した もの で ， もと もと 予測 し て い た こ とで あ っ た
。 し

か し
， あま りに も予 想 よ り低 い 速 読 能 力が 現 状 とす る と ， よ けい な 不 安感 を あ
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え る とい う， 別 の 結果を生 み 出 した こ と に な る
。

　Hearing の 問題 で は ，
1 番 の Q1   に お け る よ うな， い た ず ら に受験者 の 心

理 を ま ごっ かせ る点が あ る， とい う意 見が 出 され て い る 。 受験 者 の 心 理 的 問題

点に つ い て は ， た とえ ば Writing の 問題 で そ の 2 の （2）の 正 解 が多す ぎる と

い う批 判 も含め て ， も っ と科学的 な調 査 とデ
ータ が 冷後必要 と思 われ る

。

　Reading の 問題 に つ い て は 13番は Bury 著 ．4　 Histo7sン of 　 Freedom 　 of

Tltought （HUL ，
　 Oxford）の 1 節で あるが

， 難 しい とい う意 見 もあ るの で ，

今 後全体 の 難易順 に つ い て さ らに 検討す る必要 が あ ろ う。

　全 体 とし て ，
Hearing

，
　Reading

，
　Writing の 相 関を 見 る もの と して は 大分

疑義が 出 されて い る 。 予測した こ とで は あ っ た が ， そ れ ぞ れ の 分野 の 1 部分ず

っ を切 りと っ て 比較 して み る とい う段 階で 留ま っ て い る の は 致 し方 ない
。 今回

を土 台 に ， よ り改善 された テ ス トの 作成 へ 向かわ な くて は な らな い
。

．9．1．2 今回 の 形 成 ヒの 新 しい 試 み として ， 時間的な 制約を 同一
に し よ うと し

て ， Reading と Wri七ing の 問題 に 時刻 の 音を 流した が ， こ れ に は ほ とん どの

人 の 反 対 が あ っ た
。 音が大 きか っ た とい うこ ともひ とっ の 原 因だ っ た か もし れ

な い が ， テ ス トに ス ピー ドの 要素 が ど うい う位 置を 占め るの か 見 よ うとす る場

合， どん な方 法を と っ た らよ い の か じ ょ うぶ ん 考え な けれ ば な らな い ， と い う

こ とを示 唆して い る よ うに思 え る 。 た だ し， 時問の 測定を 担当教官の 判断に 委

ね る こ とは 別な 負 担 を か け る こ とに もな る の で さ らに 検 当 した い
。

’9．1．3 　テ ープ の 録音 の 状態 は， ま だ まだ悪 い とい う批 判が い くつ か あ っ た が

良好 と い う意見 の ほ うが多か っ た
。

9・1・4　今 回 の テ ス トで 最 大 の 批判 は ， 希望 通 りの 枚数 の テ ス ト用 紙 が 送 られ

て こ な か っ た とい う こ とと， 問題用紙 に ミ ス プ リ ン トや 不 鮮明 な 部分 が あ っ た

とい うこ とで あ ろ う。
こ れ で テ ス ト条件の 不統一 が 助長 され た 結 果に な っ た だ

ろ うと考え る と ， こ の よ うな 失敗 は 2 度 と し て は な らな い こ と と反 省 して い る 。

9・2　そ の 他

　今回 は 3 技能 の 相 関 を 見 る こ とに したが ， R と W に つ い て は 今回 が 初め て

の せ い もあ り， 問題 そ の もの の 検討 が不 十分 で あ っ た こ とは 認 め ざ る を得 な

い
。 特 に W の テ ス トは 語順 と語 い 選 択 の 問題 と した の で ，

W 技 能の うち の
，
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重要で は あるが 極 く限 られ た面 し か 見て い な い 。 また ，
W の テ ス ト問題がや

や 易 しす ぎ た ため ， 上 位 群 と下位群の 区別に は役 立 つ が ， 各群 内の 差異 に つ い

て は 区別が 困 難 で あ っ た 。

　H ．R ．W の 相関 を見 る た め に は， 各技 能の 問題 の 難易 レ ベ ル が ほ1ま同 じ水

準 に あ る こ とが必要で ， 今後 は こ の 点 に つ い て 周 到 な 注 意 が な けれ ばな らな

い Q

10． 今後 の 見通 し

　テ ス トの 施行 と結 果の 処理 の 点か ら，
W の 力を見 る の に も 客 観 テ ス トに せ

ざ るを 得ず ， 実際に 英文を書 か せ る こ と は しな か っ た が ， そ の テ ス トの 妥当性

を確か め る必要 が あ ろ う 。 少数 の 学生 に 実際に 英作を させ て ， そ の 評 価 と客観

テ ス トの 得点の 相関を 見 る とい うこ と を して こ の 困難を克服す べ きで ある 。

　今回 は相関 を見 る対象か ら話す 力を除い た が ， 次 に 同様な 研究 をす る ときに

は ， 是非そ れ も入れ た い もの で あ る 。 しか し ，
W の とき と全 く同 じ困難が あ

る の で ， あ らか じめ ， 実際 に話す 力 と客観形 式 の テ ス トの 得 点 の 相関 を見 て ，

相 関の 高 い 問題 だ けを選 ぶ 必要 が ある 。

　しか し，
W と S の テ ス ト問題 作 成 に は 未解決 の 問題 が 多す ぎ て鄭 こ良い 問

題 を作 る に は か な りの 時間 と 労力を要す る 。 そ こ で ， 地固め の っ も りで ， 原点

に 戻 り，
recognition の 技能 の テ ス トの 問題 か ら始め るべ きで あ ろ う 。

さ しあ

た り， 聴解 テ ス トで 弁 別 力の 大 きい もの を作 り， で きた ら標準化 す る こ とが 望

ま しい
。 次 に R に移 り， そ の あ と production の 問題 を作成 し ・ 再度 4 技能

の 相関を見た い もの で あ る
。
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1．Hearing

　　　　　Answer 　 sheet

（その 1 ）

〔解 答 用 紙 〕

1 2 3 4 5 6 7 8 910

lA B A B D A A D B B （1） （2）

2．Hearlng　　（そ の 2 ）
（1）＋  

1i2 3　　 4 5 6 7 8 910

BID C　 A D D CB A A

3　Reading

1 2 3 4　　 5 6 7 8 910 正

D A B CFA B A D C D

1111211314151617181920 否

A 」Bic DA clB A B C
21i22i232425 正 一 否

A B DIA C

4，Writing　（その 1 ）

1　　 2 3 4 5 6 7 8 910

341221434132241341231423413221432134243i

5．Writing　（そ の 2 ）

1　　 2　　 3　14 5 6 78 910 （1） （2）

1 …2111
　 　 　 　 　 　 啅

2 1 34 2 2 3

UI121131415 （1）＋ （2）

L劃⊥ 2 2 2

合 計 点専 攻学 年大学

（男 ・女 ）氏名
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